
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
前後に棚板 を支持するようにした、左右１対の支柱 の少なくとも一方 支柱
に、外側方に向かって放射状に突出する１対の放射ブラケット を係止し、該放射
ブラケット 上にラウンド棚板 を支持するようにしたラウンド棚板支持装置に
おいて、

したことを特徴とするラウンド棚板支持
装置。
【請求項２】

の前後面に穿設した係止孔 に、前後方向を向く端部ブラケット を
係止し、この端部ブラケット によっても、ラウンド棚板 を支持するようにした請
求項 記載のラウンド棚板支持装置。
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(３ ) (２ ) の (２ )
(13)(14)

(13)(14) (４ )

支柱 (２ )を、棚板用支柱 (５ )の外側面に、平面視外向台形の筒状のラウンド用支柱 (６ )を
一体化したものとし、
基端部に棚板用支柱 (５ )に設けた係止孔 (12)に係止しうる係止片 (19)を有し、かつ先端部
(17a)を約４５度の角度で外向傾斜させた固定片 (17)における中間部 (17b)を、ラウンド用
支柱 (６ )の前面および後面に面接触させ、かつ
　両端部 (18a)(18a)を中間部 (18b)に対して約４５度の角度で傾斜させた連結片 (18)をラ
ウンド用支柱 (６ )の外側面に当接させるとともに、その各端部 (18a)を、放射ブラケット (
13)(14)を介して、固定片 (17)の先端部 (17a)とともに共締めし、前記放射ブラケット (13)
(14)をもってラウンド棚板 (４ )を支持するように

棚板用支柱 (５ ) (12) (10)
(10) (４ )

１



【請求項３】
の前後面に穿設した複数の係止孔 に対する端部ブラケット と固定

片 との係止位置を、互いに上下に異ならせた請求項１ ２に記載のラウンド棚板
支持装置。
【請求項４】
放射ブラケット を、左右方向に対して約４５度の角度をなして支柱 に係止した請
求項１～ のいずれかに記載のラウンド棚板支持装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、棚の支柱に、外側方に向かって放射状に延出する１対の放射ブラケットを係止
し、この放射ブラケット上にラウンド棚板を支持するようにしたラウンド棚板支持装置に
おいて、放射ブラケットがぐらつくことのないようにした装置に関する。
【０００２】
【従来の技術】
従来、ラウンド棚板支持装置は、左右１対の支柱の前後面に穿設した係止孔に、外側方に
向かって放射状に延出する１対の放射ブラケットの基端部を係止し、この放射ブラケット
上にラウンド棚板を支持するようになっている。
【０００３】
【発明が解決しようとする課題】
しかし、従来のラウンド棚板支持装置の放射ブラケットは、その基端部を支柱の係止孔に
係止しただけであるため、支柱に対してぐらつくことがあり、ラウンド棚板は、不安定な
状態で支持されることとなる。
【０００４】
この問題に対処する例として、実公平３－３２３９号公報や、実開平７－９１６６号公報
に記載されたラウンド棚板支持装置がある。
これらのラウンド棚板支持装置では、ともに、ラウンド棚板の縁を支持する端部ブラケッ
トに、切欠あるいは孔を設ける必要があり、支柱の前後方向に突出して、支柱の前後にお
いて棚板を支持する棚板ブラケットを使用することができず、棚の部品の種類が多くなる
という別の問題がある。
【０００５】
本発明は、従来のラウンド棚板支持装置が有する上記の問題点に鑑み、放射ブラケットの
ぐらつきをなくして、ラウンド棚板を、安定した状態で支持 るラウンド棚板支持装置
を提供することを目的とする。
さらに、本発明は、端部ブラケットに切欠や孔を設ける必要をなくし、棚板ブラケットを
端部ブラケットに使用することができるようにして、棚の部品の種類を減らしたラウンド
棚板支持装置を提供することも目的とする。
【０００６】
【課題を解決するための手段】
本発明によると、上記課題は、次のようにして解決される。
（ ）前後に棚板 を支持するようにした、左右１対の支柱 の少なくとも一方 支
柱 に、外側方に向かって放射状に突出する１対の放射ブラケット を係止し、
該放射ブラケット 上にラウンド棚板 を支持するようにしたラウンド棚板支持
装置において、

10

20

30

40

50

(2) JP 3567356 B2 2004.9.22

棚板用支柱 (５ ) (12) (10)
(17) または

(14) (２ )
３

しう

１ (３ ) (２ ) の
(２ ) (13)(14)

(13)(14) (４ )
支柱 (２ )を、棚板用支柱 (５ )の外側面に、平面視外向台形の筒状のラウン

ド用支柱 (６ )を一体化したものとし、基端部に棚板用支柱 (５ )に設けた係止孔 (12)に係止
しうる係止片 (19)を有し、かつ先端部 (17a)を約４５度の角度で外向傾斜させた固定片 (17
)における中間部 (17b)を、ラウンド用支柱 (６ )の前面および後面に面接触させ、かつ両端
部 (18a)(18a)を中間部 (18b)に対して約４５度の角度で傾斜させた連結片 (18)をラウンド
用支柱 (６ )の外側面に当接させるとともに、その各端部 (18a)を、放射ブラケット (13)(14
)を介して、固定片 (17)の先端部 (17a)とともに共締めし、前記放射ブラケット (13)(14)を



る。
【０００７】
（ ）上記 (１ )項において、 の前後面に穿設した係止孔 に、前後方向
を向く端部ブラケット を係止し、この端部ブラケット によっても、ラウンド棚板

を支持するようにする。
【０００８】
（ ）上記 (１ )または (２ )項において、 の前後面に穿設した複数の係止孔

に対する端部ブラケット と固定片 との係止位置を、互いに上下に異ならせる
。
【０００９】
（ ）上記 (１ )～ (３ )項のいずれかにおいて、放射ブラケット を、左右方向に対して
約４５度の角度をなして支柱 に係止する。
【００１０】
【発明の実施の形態】
以下、本発明の実施の形態を、図１～図４に基づいて説明する。
棚 (１ )は、図４に示すような商品陳列棚としてあり、左右１対の支柱 (２ )(２ )の前後面に
棚板 (３ )(３ )が設けられ、か 柱 (２ )の外側方に、ラウンド棚板 (４ )が設けられている
。
支柱 (２ )は、角筒状の棚板用支柱 (５ )の外側面に、平面視外向台形の筒状のラウンド用支
柱 (６ 一体化して形成されている。
【００１１】
棚板用支柱 (５ )の前面 (5a)と後面 (5b)には、それぞれ、左右に並ぶ縦長の係止孔 (９ )
が、上下方向に等間隔で設けられている。
【００１２】
ラウンド用支柱 (６ )の外側の前後の傾斜面 (6a)(6a)にも、縦長の係止孔 (16)が、上下方向
に等間隔で形成されている。なお傾斜面 (6a)は、左右方向に対して約４５度の角度をなし
ている。
各係止孔 (９ ) (16)の上下方向の長さと間隔は同一であり、上下左右方向に整列して設
けられている。
【００１３】
棚板用支柱における内側方の係止孔 に、基端部における下向係止片 (８ )を係止して、
前方あるいは後方へ水平に延出する垂直板状の棚板ブラケット (７ )によって、棚板 (３ )は
支持されている。
【００１４】
棚板用支柱 (５ )における外側方の係止孔 に係止され、前方あるいは後方へ水平に突出
する垂直板状の端部ブラケット と、ラウンド用支柱 (６ )の係止孔 (16)に係止され、放
射状に外側方へ突出する前後１対の放射ブラケット (13)(14)とによって、ラウンド棚板 (
４ )は支持されている。
【００１５】
なお、本実施形態では、ラウンド棚板 (４ )は、透明のガラス板またはアクリル板製のもの
としてある。
【００１６】
１対の放射ブラケット (13)(14)は、図２に示すように、前後対称をなしており、先端部ほ
ど上下幅が小となった垂直片 (13a)(14a)と、一定幅の上部片 (13b)(14b)と、垂直片 (13a)(
14b)の基端部に形成された４個の係止片 (15)とを有している。
【００１７】
放射ブラケット (13)(14)は、前後１対の固定片 (17) と連結片 (18)とによって、支柱 (
２ )にぐらつくことなく取付けられている。
固定片 (17)は、基端部を直角に折り曲げて形成した下向きフック状の２つの係止片 (19)(1
9)によって、棚板用支柱 (５ )における外側方の係止孔 に係止されている。

10

20

30

40

50

(3) JP 3567356 B2 2004.9.22

もってラウンド棚板 (４ )を支持するようにす

２ 棚板用支柱 (５ ) (12)
(10) (10)

(４ )

３ 棚板用支柱 (５ )
(12) (10) (17)

４ (14)
(２ )

つ支

)を

(12)

(12)

(９ )

(12)
(10)

(17)

(12)



固定片 (17)の先端部 (17a)は、係止片 (19)とは逆方向に、かつ固定片 (17)の中間部 (17b)に
対して、約４５度の角度で折り曲げられており、放射ブラケット (13)に面接触するように
なっている。
【００１８】
１対の放射ブラケット 同士は、連結片 (18)によって互いに連結されている。
連結片 (18)の両端部 (18a)(18a)は、中間部 (18b)に対して約４５度の角度に同じ側に折り
曲げられて、各放射ブラケット に面接触するようになっている。
放射ブラケット は、固定片 (17)の先端部 (17a)と、連結片 (18)の端部 (18a)とに挟
まれ、かつこの３つの部材の各貫通孔 (20)(21)(22)へ貫挿したボルト (23)と、袋ナット (2
4)によって、ぐらつくことなく、支柱 (２ )に強固に取付けられている。
共締めされた固定片 (17)と連結片 (18)の各中間部 (17b)(18b)は、支柱 (２ )に密着し、固定
片 (17)や連結片 (18)は、ぐらつかないように支柱 (２ )に取付けられている。
【００１９】
端部ブラケット は、支柱 (２ )に係止されるだけであるから、切欠や孔を設ける必要は
なく、棚板ブラケット (７ )と兼用することができる。そのため、端部ブラケット (12)の係
止片 (11)の数は、棚板ブラケット (７ )の係止片 (８ )の数と同 ３つである。
【００２０】
端部ブラケット の３つの係止片 (11)と、固定片 (17)における２つの係止片 (19)は、上
下方向に配設された同じ列の係止孔 (12)に係止するため、上から６つ目以下の長孔に、下
段の端部ブラケット (12)の係止片が係合することになる。

ため、放射ブラケット (13)の係止片 (15)は５つ設けられ、上下方向の長さを、端部ブ
ラケット の上下方向の長さより大として、上から４つめ以下を固定片 (17)と連結片 (1
8)の取付け部とし、係止片 の傍に ボルト (23)の貫通
孔 (20)を設けることができるようにしてある。
【００２１】
１対の放射ブラケット (13)(14)は、ラウンド枠体 (25)によって囲まれている。　ラウンド
枠体 (25)は、図３、図４に示すように、角パイプを平面視ほぼコ字状に折り曲げた外縁部
材 (26)と、金属板を正面視コ字状に折り曲げて開口部を下向きにした前 材 (27)および
後 材 (28)と、前 材 (27)および後 材 (28)の支柱側端部に結合され、かつ支柱 (
２ )の形状に沿うように屈曲 たコーナー部材 (29)とを、閉ループ状に連結したものよ
りなっている。
１対の放射ブラケット (13)(14) は、受片 (30)を介して、ラウンド枠体 (25)に連結さ
れている。
【００２２】
【発明の効果】
請求項１の発明によると、固定片と連結片とによって、放射ブラケットのぐらつきは防止
され、ラウンド棚板を安定した状態で支持することができ

【００２３】
請求項 の発明によると、放射ブラケットのみならず、端部ブラケットにおいてもラウン
ド棚板を支持しているため、ラウンド棚板を安定した状態で支持することができる。
また、端部ブラケットは、従来の端部ブラケットと異なって、なんら加工を施す必要がな
いため、棚板ブラケットを端部ブラケットに使用することができ、棚の部品の種類を少な
くすることができる。
【００２４】
請求項 の発明によると、端部ブラケットを、棚板ブラケットが係止される支柱の係止孔
の異なるものに係止することができるため、端部ブラケット用の係止孔を、特別に支柱に
設ける必要がなく、構造を簡単にすることができる。
【００２５】
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(13)(14)

(13)(14)
(13)(14)

(10)

じく

(10)

その
(10)

(15) おいて、放射ブラケット (13)に、

方部
方部 方部 方部

させ

の先端

、かつ放射ブラケットを固定片
と連結片とで挟んでいるため、放射ブラケットのぐらつきが防止され、ラウンド棚板を安
定した状態で支持することができる。

２

３



請求項 の発明によると、放射ブラケットが、約４５度の角度をなして支柱に係止してい
るため、少ない本数の放射ブラケットで、ラウンド棚板を有効に支持することができ、構
造が簡単なラウンド棚板支持装置を得ることができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の一実施形態のラウンド棚板支持装置を備え 棚の要部の横断平面図であ
る。
【図２】同じく分解斜視図である。
【図３】同じくラウンド棚部分の平面図である。
【図４】同じく外観の斜視図である。
【符号の説明】
(１ )棚
(２ )支柱
(３ )棚板
(４ )ラウンド棚板
(５ )棚板用支柱
(5a)前面
(5b)後面
(６ )ラウンド用支柱
(6a)傾斜面
(７ )棚板ブラケット
(８ )係止片

(11)係止片

(13)放射ブラケット
(13a)垂直片
(13b)上部片
(14)放射ブラケット
(14a)垂直片
(14b)上部片
(15)係止片
(16)係止孔
(17)固定片
(17a)先端部
(17b)中間部
(18)連結片
(18a)端部
(18b)中間部
(19)係止片
(20)貫通孔
(21)貫通孔
(22)貫通孔
(23)ボルト
(24)袋ナット
(25)ラウンド枠体
(26)外縁部材
(27)前 材
(28)後 材
(29)コーナ部材
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４

る

(９ )係止孔
(10)端部ブラケット

(12)係止孔

方部
方部



(30)受片
(31)連結具

【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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